











































































































































































































































































































































































































































































































































































ビ ク トル ・カ ル デ ロ ン ・デ ・ラ ・バ ル カ
1817年 のチ リの独立 は、少数独裁 によ る共和制の宣 言で もあ った。南
米 のエ リー ト達 がスペイ ン本 国出身 の貴族 階級 に取 って代 わ ったが
、国家
が解放 され て も、植民地 か ら受け継い だ社会構 造は変 らなか った
。
エ リー ト達の政党問の競争 関係 は、イギ リス資本によ って激化 し、共和
国大統領 と議 会の対 立を もた らし、 市民戦争 と原 因 とな った。
経済の近代化 は、鉱 山や 工業のプ ロ レタ リアー トと共に、 中産階級 を拡
大 させ た。硝石 の鉱 山や炭 鉱 における社会闘争 と共に、無政府主義 者、社
会主義者、 共産 主義者 の組織 が出現 した。
選挙権 の拡 大 によって、民衆 の政党 が、エ リー ト達 の 占い政 党に取 って
代 わ った。 しか しなが ら、農 業社会の構造 は変わ らなか った。農民 は、政
治制度の外 に置かれ続 けた。
ア レサ ン ドリ政 権、1925年 の憲法 、イ バニ エス将 軍 の独 裁性 、1929
年の危機 によって生 じた社 会闘争、社会労働 党の結成 な どは、民衆の政治
参加 が政 党の伝統 制度に取 って代わ った現れ であ った。
